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は じ め に

北海道及び北海道電力(株)は、泊発電所環境保全監視協議会が定めた「環境放射線監視及

び温排水影響調査基本計画」に基づき、泊発電所周辺地域における温排水影響調査を実施して

います。

令和７年度第４四半期（令和８年１月～令和８年３月）の温排水影響調査結果について、

令和８年６月９日に開催された泊発電所環境保全監視協議会技術部会において取りまとめ、評

価した結果、「泊発電所に起因する周辺環境の異常は認められなかった」とされました。

本報告書は、泊発電所環境保全監視協議会技術部会の評価を経て、令和７年度第４四半期の

泊発電所周辺温排水影響調査結果として公表するものです。
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温 排 水 影 響 調 査 結 果





調査項目及び調査地点数は、表１及び表２のとおりである。

水　　　温

塩分 (参考値)

流 況 調 査

底 質 調 査

表２　　生物調査項目　（北海道電力）

マクロベントス

メガロベントス

（４） 調　査　方　法

（５） 評　価　方　法

泊発電所環境保全監視協議会技術部会が定めた「環境放射線監視結果及び温排水影響調査

　 結果の評価方法」による。

１  　 調 査 概 要

海生生物調査

動・植物 プ ラ ン ク ト ン 15

泊発電所環境保全監視協議会技術部会が定めた「温排水影響調査測定方法」による。

14

3

13

3

3
底生生物

海 藻

浅 海 生 物

（２） 調　査　期　間

（３） 調　査　項　目

表１　　物理調査項目

北海道原子力環境センター

北海道電力株式会社

（１） 調　査　機　関

令和８年１月～令和８年３月（令和７年度　第４四半期）

水 質 調 査
塩分、透明度、pH、DO、COD、SS、T-P、
PO4-P、T-N、NH4-N、NO2-N、NO3-N、

n-ヘキサン抽出物質
15

海域 11

水 温 調 査

調　査　項　目調 査 区 分

停　船　測　定

曳　航　測　定

取 水 口 モ ニ タ

放 水 口 モ ニ タ

沖 合  モ  ニ  タ

調 査 区 分

10強熱減量、全硫化物、ＣＯＤ、粒度組成

調　査　地　点　数調　査　項　目

13

潮　間　帯　生　物

調　査　地　点　数

北海道 北海道電力

41

延べ 10 ㎞

102

－

12スケトウダラ卵・稚仔・稚魚

－ 2

卵 ・ 稚　仔

－

－

2

1

2 5

水 温

流　向　・　流　速 

4魚　等　の　遊　泳　動　物

河川  1

-3-



停船測定及び曳航測定などの水温調査、流況調査、水質調査及び底質調査について実施した。

停船測定結果の概要は、表３－１～２のとおりであり、表層における水平分布と放水口付近

水温は5.1～8.4℃の範囲、塩分（参考値）は32.1～34.1の範囲であり（資料１－１､２－１）

　  水温、塩分とも全ての深度で過去の同一四半期の範囲内であった。

　　における鉛直分布は図１－１～４のとおりである。

２ 調 査 結 果

（１） 物　理　調　査

ア 水　温　調　査

（ｱ） 停 船 測 定

今四半期に実施した泊発電所周辺の温排水影響調査結果を以下に示す。

なお、泊発電所１号機は平成23年４月22日から、２号機は平成23年８月26日から、３号機は平成24

年５月５日から、定期検査のため運転を停止していた。

-4-



調査年月日：令和８年２月５日

0.5 5.1 ～ 7.8 2.5 ～ 9.0 32.2 ～ 33.9 28.5 ～ 34.4

1.0 5.2 ～ 7.8 2.5 ～ 9.1 32.2 ～ 33.9 31.5 ～ 34.1

2.0 5.3 ～ 7.8 2.5 ～ 9.0 32.4 ～ 33.9 31.6 ～ 34.4

3.0 5.7 ～ 7.8 2.6 ～ 9.0 32.9 ～ 33.9 32.0 ～ 34.2

5.0 6.5 ～ 7.8 3.0 ～ 8.6 33.2 ～ 33.9 33.0 ～ 34.1

10.0 7.2 ～ 8.0 3.4 ～ 8.8 33.6 ～ 33.9 33.4 ～ 34.1

全　　層 5.1 ～ 8.3 2.5 ～ 9.1 32.2 ～ 34.0 28.5 ～ 34.4

（注）平成８年７月の基本計画の一部改正に伴い、平成９年度から一部の調査地点の測定を開始するとと

　  もに、塩分 (参考値) の測定を開始した。塩分は単位なし (国際的な表記方法) 。

また、平成18年８月の基本計画の改正に伴い、平成18年度第３四半期から調査地点を再配置した。

調査年月日：令和８年２月５日

0.5 5.1 ～ 7.7 1.6 ～ 9.7 32.1 ～ 33.9 30.6 ～ 34.2

1.0 5.1 ～ 7.7 2.0 ～ 9.8 32.2 ～ 33.9 30.6 ～ 34.1

2.0 5.3 ～ 7.8 2.1 ～ 9.7 32.5 ～ 33.9 31.6 ～ 34.1

3.0 5.6 ～ 7.9 2.4 ～ 9.6 32.8 ～ 33.9 32.0 ～ 34.1

5.0 6.4 ～ 8.0 2.6 ～ 9.5 33.2 ～ 34.0 32.2 ～ 34.1

10.0 7.0 ～ 8.3 2.9 ～ 9.3 33.7 ～ 34.0 33.2 ～ 34.1

全　　層 5.1 ～ 8.4 1.6 ～ 9.8 32.1 ～ 34.1 30.6 ～ 34.3

（注）平成８年７月の基本計画の一部改正に伴い、平成９年度から一部の調査地点の測定を開始するとと

　  もに、塩分 (参考値) の測定を開始した。塩分は単位なし (国際的な表記方法) 。

また、平成18年８月の基本計画の改正に伴い、平成18年度第３四半期から調査地点を追加した。

(H9.4～R7.3)

四半期の範囲

深 度
（ｍ）

塩 分　（参考値）

過　去　同　一

今四半期の範囲

過　去　同　一

四半期の範囲

(S61.9～R7.3)

今四半期の範囲

表 ３－１　 　停船測定結果　（北海道）

塩 分　（参考値）

過　去　同　一深 度
（ｍ）

四半期の範囲

(H9.4～R7.3)

水 温 （℃）

今四半期の範囲四半期の範囲

(S61.9～R7.3)

表 ３－２　 　停船測定結果　（北海道電力）

水 温 （℃）

今四半期の範囲

過　去　同　一
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調査年月日：令和８年２月５日
水温の単位 ：℃
塩分の単位 ：なし （国際的な表記方法）

［水温水平分布図 ］

　 ［塩分水平分布図 ］

天気 曇 風向 E 風速 2.6m/s 気温 -1.7℃ 降水量 0.0mm

1,2号機 1,2号機
取水口 放水口
3号機 3号機
取水口 放水口

沖合 6.2℃

図 １－１　　水温及び塩分水平分布図　（深度0.5ｍ）　　
北海道実施分

水温モニタ(10:00)
-

- -

-

取水口

泊発電所

放
水
口

堀
株
川

堀株

茶
津
川

茶津

渋
井
川

渋井

茶津の島

玉
川

茅沼 臼別

モヘル川

0 500 1,000 1,500ｍ

6.0

6.2

6.4

6.6

6.8

7.0

7.0

7.2

7.4

7.6

5.8

5.8

5.1

7.86.3

取水口

泊発電所

放
水
口

堀
株
川

堀株

茶
津
川

茶津

渋
井
川

渋井

茶津の島

玉
川

茅沼 臼別

モヘル川

0 500 1,000 1,500ｍ

33.0

33.5

32.8

33.1 33.9

32.2
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調査年月日：令和８年２月５日
水温の単位 ：℃
塩分の単位 ：なし （国際的な表記方法）

［水温水平分布図 ］

　 ［塩分水平分布図 ］

天気 曇 風向 E 風速 3.1m/s 気温 -4.1℃ 降水量 0.0mm

1,2号機 1,2号機
取水口 放水口
3号機 3号機
取水口 放水口

6.0℃

- -

図 １－２　　水温及び塩分水平分布図　（深度0.5ｍ）　　
北海道電力実施分

水温モニタ(8:00)
- - 沖合

-7-



調査年月日：令和８年２月５日
水温の単位 ：℃
塩分の単位 ：なし （国際的な表記方法）

　［水温鉛直分布図 ］

　［塩分鉛直分布図 ］

天気 曇 風向 E 風速 2.6m/s 気温 -1.7℃ 降水量 0.0mm

1,2号機 1,2号機
取水口 放水口
3号機 3号機
取水口 放水口

沖合 6.2℃
水温モニタ(10:00)

図 １－３　　水温及び塩分鉛直分布図　
北海道実施分

- -

- -

水

深
（
ｍ
）
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30

20
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35

▼▼放⽔⼝位置

ｃ 線

7.2

T-8 T-26 T-44 T-62 T-70 T-76 T-81

▲
放
⽔
⼝
⽔
深
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6.4
6.6
6.8

7.8

7.6
7.4
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水

深
（
ｍ
）

ａ 線

40

5

10

15

25

30

20

T-6T-8T-10T-12T-14T-15

0

35

▼▼放⽔⼝位置

ｃ 線

T-8 T-26 T-44 T-62 T-70 T-76 T-81

▲
放
⽔
⼝
⽔
深

33.0

33.5
33.5
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調査年月日：令和８年２月５日
水温の単位 ：℃
塩分の単位 ：なし （国際的な表記方法）

　［水温鉛直分布図 ］

a　線 ｃ　線

　［塩分鉛直分布図 ］

a　線 ｃ　線

天気 曇 風向 E 風速 3.1m/s 気温 -4.1℃ 降水量 0.0mm

1,2号機 1,2号機
取水口 放水口
3号機 3号機
取水口 放水口

6.0℃

- -

沖合

北海道電力実施分

水温モニタ(8:00)
- -

水

深

(m)

水

深

(m)
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 表 ４　曳航測定結果

最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値

0.5 5.4 6.0 7.0 2.3 ～ 10.7 31.5 32.8 33.6 28.7 ～ 34.0

1.0 5.2 6.1 7.3 2.5 ～ 10.7 32.3 33.1 33.9 29.6 ～ 34.0

2.0 5.2 6.7 8.0 3.0 ～ 10.8 32.6 33.5 33.9 31.8 ～ 34.0

3.0 5.8 7.3 8.3 3.3 ～ 10.7 33.0 33.6 34.0 32.5 ～ 34.1

（注） 平成８年７月の基本計画の一部改正に伴い、平成９年度から調査測線を変更して測定するととも

　 に、塩分 (参考値) の測定を開始した。塩分は単位なし (国際的な表記方法) 。

また、平成18年８月の基本計画の改正に伴い、平成18年度第３四半期から調査測線を一部変更し

 て測定した。

 図 ２　曳航測定結果　（深度　0.5ｍ）

過　去　同　一
四半期の範囲
 (H9.4～R7.3)

塩 分　　（参考値）

深　度
（ｍ）

今四半期の範囲過　去　同　一
四半期の範囲

 (S61.9～R7.3)

水 温 （℃）

今四半期の範囲

調査年月日：令和８年２月14日

（ｲ） 曳　航　測　定

水温、塩分ともに全ての深度で過去の同一四半期の範囲内であった。

曳航測定結果の概要は、表４及び図２のとおりであり、水温は5.2～8.3℃の範囲、塩分

　（参考値）は31.5～34.0の範囲であった（資料１－２）。

31

32

33

34

13:0713:1013:1313:1613:1913:2213:2513:28

塩

分

放

水

口

第 ２ 線

4

5

6

7

13:0713:1013:1313:1613:1913:2213:2513:28

水

温

放

水

口

℃
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  (ｳ) 水　温　モ　ニ　タ

　　　取水口、放水口、沖合モニタにおける連続測定結果の概要は、表５－１～２及び図３－

　　１～２のとおりである。

    　沖合モニタの表層では3.5～9.5℃の範囲、取放水口モニタは１・２号機、3号機とも

　　定期検査で循環水ポンプが停止中である。

表５－１　取水・放水口モニタにおける連続測定結果

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

（注1）３号機 取水口、放水口モニタについては、平成21年１月から測定を開始した。

（注2）３号機 取水口、放水口モニタについては、平成24年５月27日から転送を停止している。

（注3）１・２号機 取水口、放水口モニタについては、令和２年７月28日から転送を停止している。

表５－２　沖合モニタにおける連続測定結果

最　小 3.5 4.4 5.9

平　均 6.3 7.1 7.6

最　大 9.5 8.5 9.1

最　小 4.4 5.5 6.9

平　均 6.5 7.3 7.8

最　大 9.5 8.7 8.6

最　小 4.4 5.6 7.0

平　均 6.7 7.5 7.8

最　大 9.4 8.7 8.6

最　小 4.5 5.6 7.0

平　均 6.8 7.6 7.8

最　大 9.4 8.7 8.6

（注）平成８年７月の基本計画の一部改正に伴い、平成９年度から５、10ｍ層の調査を追

　　加した。

　　　また、平成18年８月の基本計画の改正に伴い、平成18年度第３四半期から14ｍ層の

　　調査を追加した。

単位 ： ℃

調　　査　　項　　目 1月 2月 3月

沖合モニタ

表層

５ｍ層

10ｍ層

14ｍ層

　　　取放水温度差

取水口モニタ

放水口モニタ 平　　均

最　　小

最　　大

平　　均

最　　大

　　　取放水温度差

３号機

最　　小

平　　均

最　　大３
号
機

最　　大

平　　均

平　　均

最　　大

取水口モニタ

単位 ： ℃

１・２号機

１
・
２
号
機

調　　査　　項　　目 3月

放水口モニタ

最　　小

平　　均

最　　大

最　　小

2月1月
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図３－１　水温モニタにおける連続測定結果（１・２号機）

（注）定期検査中（循環水ポンプ停止中）

図３－２　水温モニタにおける連続測定結果（３号機）

（注）定期検査中（循環水ポンプ停止中）
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イ 流　況　調　査

　　表 ６　流況調査結果　（深度２ｍ）

最頻流向 最頻流向

Ｄ－3 S 0 ～ 10 N 0 ～ 10

Ｆ－3 NNW 0 ～ 10 NNW 0 ～ 10

Ｆ－6 N 0 ～ 10 N 0 ～ 10

Ｇ－4 NNW 0 ～ 10 NNW 0 ～ 10

Ｈ－3 NW 0 ～ 10 S 0 ～ 10

Ｊ－1 SE 0 ～ 10 SE 0 ～ 10

Ｊ－3 NNE 0 ～ 10 N 0 ～ 10

（注）平成18年８月の基本計画の改正に伴い、平成18年度第３四半期からＦ－６地点の調査

 を追加した。

　　図 ４　流向流速頻度分布図 調査年月日 ： 令和８年２月１日～２月15日

調査地点
今　四　半　期　の　結　果

最頻流速（cm/s）

過去同一四半期の範囲
(S61.9～R7.3)

最頻流速（cm/s）

流況調査結果の概要は、表６のとおり（資料１－３、２－２）、深度２ｍにおける流向

流速頻度分布は図４のとおりである。

流向は、過去の同一四半期と比較してＤ－３地点で南、Ｈ－３地点で北西、Ｊ－３地点

で北北東の流れが多かった。また、流速は、0～10cm/sの流れが多く、過去の同一四半期

と同じ傾向を示していた。
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ウ 水　質　調　査

（北海道実施分） 調査年月日：令和８年３月３日

表層 ～ 34.0

中層 ～ 34.0

下層 ～ 34.1

透　明　度 ｍ － ～ 22.6

表層 ～ 8.3

中層 ～ 8.3

（pH） 下層 ～ 8.3

表層 ～ 11.6

中層 ～ 11.7

（DO） 下層 ～ 11.5

表層 0.5 0.5 0.6 0.5 ～ 1.5

中層 0.5 0.5 0.6 0.5 ～ 1.8

（COD） 下層 0.5 0.5 0.5 0.5 ～ 1.6

表層 1.1 2.0 5.2 1.0 ～ 6.9

中層 1.0 3.7 1.0 ～ 10.4

（SS） 下層 1.0 2.2 5.1 1.0 ～ 8.5

表層 ～ 0.043

中層 ～ 0.032

（T-P） 下層 ～ 0.033

表層 ～ 0.030

中層 ～ 0.022
（PO4-P） 下層 ～ 0.025

表層 ～ 0.40

中層 ～ 0.52

（T-N） 下層 ～ 0.61

表層 < < ～ 0.028

中層 < < ～ 0.012
（NH4-N） 下層 < < ～ 0.014

表層 < < ～ 0.004

中層 < < ～ 0.004
（NO2-N） 下層 < < ～ 0.004

表層 ～ 0.162

中層 ～ 0.119
（NO3-N） 下層 ～ 0.121

ｎ－ﾍｷｻﾝ抽出物質 ㎎/L 表面 － － 0.5 < 0.5 ～ 1.4

（注）<：定量限界値未満を示す。

平成18年８月の基本計画の改正に伴い、平成18年度第３四半期から調査地点を追加した。

硝 酸 態 窒 素

溶 存 酸 素 量

全  リ  ン

リ ン 酸 態 リ ン

全  窒  素

アンモニア態窒素

化学的酸素要求量

表 ７－１　水　質　調　査　結　果　（海域）

㎎/L

㎎/L

㎎/L

㎎/L

㎎/L

㎎/L

㎎/L

㎎/L

㎎/L

塩 分 －

水素イオン濃度
－

亜硝酸態窒素

採水層 最小値

0.014

9.2

<

<

<

30.2

調　査　項　目 単　位

浮 遊 物 質 量

平均値

33.2

33.8

33.8

<

<

33.6

33.4

11.0

8.0

12.9

8.0

8.0

9.5

9.5

0.005

0.017

0.017

0.012

0.025

0.12

過去同一四半期の範囲

(S61.9～R7.3)

28.8

最大値

33.7

33.9

32.6

33.1

33.9

14.0

8.29.4

8.0

8.89.7

7.9

7.9

9.0

3.0

8.0

8.0

10.2

9.6

8.0

8.0

8.0

9.7

7.8

0.005

0.03

9.3

0.012

<

<

<

<

<

0.22

0.13

0.140.12

0.010

0.003

0.003

<

0.009

0.009

0.066

0.157

0.005

0.0030.003

－

0.006

－

－

－

－

0.003

0.0710.057

0.055

0.003

0.003

0.014

0.014

0.017

0.011

0.012

0.010

0.006

0.004

0.011

0.012

<

0.020

0.020

11.6

0.003

0.017

0.008

0.010

0.005

0.013

0.11

0.11

0.005

0.005

0.130.11

0.012

0.010

0.03

0.04

0.061

0.059 0.065

0.005

0.070

－

－

－

水質調査結果の概要は、表７－１～３のとおりである (資料１－４、２－３)。
海域の浮遊物質量、全リン、全窒素、河川のアンモニア態窒素の項目で過去の同一四半期の範

囲を超えるものがみられたが、大きな変化は認められなかった。
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（北海道電力実施分）

表　層 30.9 33.0 33.8 29.3 ～ 34.1

－ 中　層 33.0 33.4 33.8 32.6 ～ 34.1

下　層 33.6 33.9 34.0 33.1 ～ 34.2

透　明　度 m － 11.4 13.4 16.8 5.4 ～ 23.5

表　層 8.0 8.0 8.0 7.9 ～ 8.3

－ 中　層 8.0 8.0 8.0 7.9 ～ 8.3

（pH） 下　層 8.0 8.0 8.0 7.9 ～ 8.3

表　層 9.2 9.7 10.2 9.0 ～ 12.3

mg/L 中　層 9.2 9.6 9.9 9.0 ～ 11.8

（DO） 下　層 9.0 9.2 9.7 8.3 ～ 11.9

表　層 <0.5 0.5 0.5 <0.5 ～ 2.0

mg/L 中　層 <0.5 0.5 0.7 <0.5 ～ 2.4

（COD） 下　層 － － <0.5 <0.5 ～ 2.4

表　層 <1.0 1.1 1.3 <1.0 ～ 6.9

mg/L 中　層 <1.0 1.1 1.3 <1.0 ～ 9.7

（SS） 下　層 <1.0 1.1 1.3 <1.0 ～ 8.2

表　層 0.008 0.013 0.019 0.009 ～ 0.041

mg/L 中　層 0.008 0.013 0.016 0.011 ～ 0.045

（T-P） 下　層 0.008 0.012 0.017 0.011 ～ 0.046

表　層 0.007 0.008 0.008 0.006 ～ 0.028

mg/L 中　層 0.007 0.008 0.009 0.005 ～ 0.029

（PO4-P） 下　層 0.007 0.008 0.008 0.006 ～ 0.033

表　層 0.08 0.14 0.24 0.12 ～ 0.31

mg/L 中　層 0.08 0.12 0.17 0.12 ～ 0.28

（T-N） 下　層 0.07 0.12 0.17 0.11 ～ 0.30

表　層 0.007 0.013 0.025 <0.005 ～ 0.040

mg/L 中　層 0.008 0.011 0.014 <0.005 ～ 0.021

（NH4-N） 下　層 0.007 0.009 0.011 <0.005 ～ 0.015

表　層 <0.003 0.003 0.003 <0.003 ～ 0.006

mg/L 中　層 <0.003 0.003 0.003 <0.003 ～ 0.005

（NO2-N） 下　層 <0.003 0.003 0.003 <0.003 ～ 0.006

表　層 0.058 0.076 0.120 0.008 ～ 0.140

mg/L 中　層 0.058 0.069 0.075 0.010 ～ 0.100

（NO3-N） 下　層 0.063 0.065 0.066 0.008 ～ 0.102

ｎ－ﾍｷｻﾝ抽出物質 mg/L 表　面 － － <0.5 <0.5

（注）<：定量限界値未満を示す。
平成18年８月の基本計画の改正に伴い、平成18年度第３四半期から調査地点を追加した。

水素イオン濃度

溶 存 酸 素 量

化学的酸素要求量

浮 遊 物 質 量

亜硝酸態窒素

硝 酸 態 窒 素

全  リ  ン

リ ン 酸 態 リ ン

全  窒  素

アンモニア態窒素

表 ７－２　水 質 調 査 結 果 （海域）

塩 分

過去同一四半期の範囲

(S61.9～R7.3)
平均値 最大値調査項目 単　位 採水層 最小値

調査年月日:令和８年２月５日
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（北海道実施分） 調査年月日：令和８年３月３日

水素イオン濃度

（pH）

溶 存 酸 素 量

（DO）

化学的酸素要求量

（COD）

浮 遊 物 質 量

（SS）

全  リ  ン

（T-P）

リ ン 酸 態 リ ン

（PO4-P）

全  窒  素

（T-N）

アンモニア態窒素

（NH4-N）

亜 硝 酸 態 窒 素

（NO2-N）

硝 酸 態 窒 素

（NO3-N）

（注）<：定量限界値未満を示す。

>：透明度板着底を示す。

～

0.036

1.47

～

～ 0.0500.017

2.6

0.31

0.7

～

1.0 41.0

0.5<

0.006

0.003<

0.146

～

～

7.2

0.156

0.012

1.492

～

～

㎎/L

㎎/L

0.036

0.003

0.038

～10.9 13.9

1.0

2.6

ｎ－ﾍｷｻﾝ抽出物質 ㎎/L

㎎/L

㎎/L

< 0.5

㎎/L

㎎/L

㎎/L

㎎/L 0.028

㎎/L

0.911

0.018

1.14

透　明　度

－

ｍ 0.8> 0.6

13.4

表 ７－３　水　質　調　査　結　果　（河川）

調　査　項　目 単　位

塩 分

測　　定　　値

0.0

－ 6.2

過去同一四半期の範囲

(S61.9～R7.3)

～0.0

～ 3.5

～ 7.8

0.2
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エ　底　質　調　査

　 底質調査の概要は、表８－１～２のとおりである (資料１－５、２－４) 。

 　強熱減量で過去の同一四半期の範囲を超えるものがみられたが大きな変化は

 　認められなかった。

　（北海道実施分）

最小値 平均値 最大値

0.3 0.7 0.9 <0.1 ～ 2.1

6.8 2.1 ～ 8.0

<0.01 0.01 0.01 <0.01 ～ 0.12

0.20 <0.01 ～ 0.31

1.1 1.8 2.2 1.0 ～ 5.1 　
3.6 2.4 ～ 7.0

礫　　　分 0.0 0.9 7.5 0.0 ～ 86.2  

粒 2.00 ㎜ 以上 1.0 0.0 ～ 5.0

粗　砂　分 0.3 10.5 75.3 0.0 ～ 80.4

度 0.425～2.00 ㎜ 3.5 0.2 ～ 18.6

中　砂　分 0.8 11.5 30.8 0.3 ～ 61.2

組 0.250～0.425 ㎜ 19.4 3.2 ～ 37.2

細　砂　分 7.6 75.1 94.6 0.9 ～ 99.2

成 0.075～0.250 ㎜ 64.6 54.3 ～ 92.1

シ ル ト分 0.2 2.0 5.2 0.0 ～ 5.8

0.075 ㎜ 以下 11.5 1.0 ～ 20.4 　
0.13 0.25 0.90 0.12 ～ 4.25

0.16 0.10 ～ 0.23

　

（北海道電力実施分）

最小値 平均値 最大値

0.3 0.5 0.7 <0.1 ～ 1.4

4.4 1.2 ～ 20.8

－ － <0.01 <0.01 ～ 0.05

0.13 <0.01 ～ 0.91

1.3 2.8 4.6 0.7 ～ 3.9 　
5.3 1.7 ～ 6.1

礫　　　分 0.0 0.1 0.1 0.0 ～ 9.2  

粒 2.00 ㎜ 以上 1.8 0.0 ～ 10.6

粗　砂　分 0.3 3.6 26.3 0.0 ～ 53.0

度 0.425～2.00 ㎜ 7.0 0.3 ～ 20.8

中　砂　分 0.8 12.2 52.6 0.5 ～ 68.5

組 0.250～0.425 ㎜ 21.4 2.4 ～ 41.2

細　砂　分 20.0 81.7 94.9 7.8 ～ 97.7

成 0.075～0.250 ㎜ 59.9 42.3 ～ 86.8

シ ル ト分 1.0 2.4 4.8 0.0 ～ 9.8

0.075 ㎜ 以下 9.9 1.0 ～ 24.3 　
0.13 0.17 0.34 0.11 ～ 0.55

0.18 0.14 ～ 0.33

（注）　表８－１参照。

表 ８－１　底 質 調 査 結 果

調査年月日：令和８年２月14日

調査項目 単　位
 過去同一四半期の範囲

専用港内の調査地点（GH-1.5） (S61.9～R7.3)

中　央　粒　径 mm

化学的酸素要求量
mg/g乾泥

(COD)

全　硫　化　物 mg/g乾泥

強　熱　減　量 %

%

%

%

%

%

表 ８－２　底 質 調 査 結 果

調査年月日:令和８年２月26日

調査項目 単　位
 過去同一四半期の範囲

専用港内の調査地点（GH-1.5） (S61.9～R7.3)

中　央　粒　径 mm

化学的酸素要求量
mg/g乾泥

(COD)

全　硫　化　物 mg/g乾泥

強　熱　減　量 %

%

%

%

%

%

（注）<：定量限界値未満を示す。

平成８年12月の測定方法の改正に伴い、平成９年度から粒径区分の一部を変更した。

(JISの改正に伴う粒度区分の変更 ： 0.42→0.425、0.25→0.250、0.074→0.075)

平成19年度第１四半期より、泊発電所専用港内の調査地点（GH-1.5）の調査結果は、その他の

地点の調査結果と分けて評価を行うこととなったため、各調査項目の下段に別途示した。
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（２） 生  物  調  査 

 潮間帯生物、底生生物（マクロベントス、メガロベントス）、海藻、魚等の遊泳動物、

卵・稚仔、スケトウダラ、動・植物プランクトンについて実施した。 

 

ア   潮 間 帯 生 物 

 目視観察結果の概要は表９－１のとおりである（資料２－５）。 

 平均個体数の合計及び出現種類数は過去の同一四半期の範囲内であり、測線全体ではイワフジ

ツボ、ムラサキインコガイ、コウダカチャイロタマキビガイなど52種の出現がみられた。過去の

同一四半期に出現したエゾバフンウニ、ヘソアキクボガイ、チシマフジツボなど40種は出現しな

かった。 

    なお、調査測線毎の集計結果は表９－２～４のとおりである。 

 

調査年月日：令和８年２月18、21、25、26、27日、３月３、４日 

表９－１ 概要表             単   位：個体数／ｍ2 

（注）- ：１個体数／ｍ2を示す。 

平成19年度第１四半期より、過去データの解析結果を受けてＥ・Ｉ測線における調査点を 

変更した。 

 

( S61.9 ～ R 7.3 )
イワフジツボ 1,334.3 86.0 211.1 ～ 6,731.9

ムラサキインコガイ 83.4 5.4 0 ～ 126.4

コウダカチャイロタマキビガイ 59.7 3.8 0.4 ～ 308.8

クロタマキビガイ 22.9 1.5 0.2 ～ 2,082.7

コガモガイ 10.5 0.7 - ～ 16.5

1,552.1 248.9 ～ 9,125.6

52 27 ～ 59

エゾバフンウニ 0 0 ～ 0.9

ヘソアキクボガイ 0 0 ～ 4.0

チシマフジツボ 0 0 ～ 100.0

出現種類数

種　　類　　名 平均個体数 ％
過去同一四半期の範囲

合　　　計

優

占

種

新
規
出
現
種

出
現
せ
ず
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調査年月日：令和８年２月18、21、25、26、27日、３月３、４日 

表９－２ 測線－Ｅ           単   位：個体数／ｍ2 

調査年月日：令和８年２月18、21、25、26、27日、３月３、４日 

 表９－３ 測線－Ｆ          単   位：個体数／ｍ2 

調査年月日：令和８年２月18、21、25、26、27日、３月３、４日 

 表９－４ 測線－Ｉ          単   位：個体数／ｍ2 

（注）平成19年度第１四半期より、過去データの解析結果を受けてＥ・Ｉ測線における調査点を 

変更した。 

 

過去同一四半期の範囲

( S61.9 ～ R 7.3 )
イワフジツボ 2,373.2 89.6 243.5 ～ 9,034.1

ムラサキインコガイ 150.9 5.7 0 ～ 229.4

コウダカチャイロタマキビガイ 42.7 1.6 0 ～ 221.7

クロタマキビガイ 38.6 1.5 0 ～ 3,655.2

コガモガイ 16.6 0.6 0 ～ 20.5

　　　　合　　　計 2,647.9 251.6 ～ 12,637.0

　　　　出現種類数 37 20 ～ 47

種　　類　　名 平均個体数 ％

優

占

種

過去同一四半期の範囲

( S61.9 ～ R 7.3 )
コウダカチャイロタマキビガイ 67.3 38.1 0 ～ 560.0

タマキビガイ 46.3 26.2 0 ～ 509.5

ミドリチグサガイ 23.8 13.5 0 ～ 63.8

アオモリムシロガイ 11.0 6.2 0 ～ 20.0

コガモガイ 3.5 2.0 0 ～ 41.0

　　　　合　　　計 176.6 80.7 ～ 6,536.2

　　　　出現種類数 32 11 ～ 35

種　　類　　名 平均個体数 ％

優

占

種

過去同一四半期の範囲

( S61.9 ～ R 7.3 )
コウダカチャイロタマキビガイ 84.4 38.0 0 ～ 844.1

イワフジツボ 82.9 37.4 17.1 ～ 4,305.1

タマキビガイ 11.1 5.0 0 ～ 49.9

ミドリチグサガイ 5.5 2.5 0 ～ 20.3

クロタマキビガイ 4.8 2.2 0 ～ 16.2

　　　　合　　　計 221.9 90.7 ～ 4,994.4

　　　　出現種類数 41 19 ～ 46

種　　類　　名 平均個体数 ％

優

占

種

-19-



 

  なお、各測線及び補助測線の測定結果をもとに、参考として作成した潮間帯生物の面的な出

現状況は、図５のとおりである（資料２－６）。 

 

図５ 潮間帯生物の面的な出現状況（群集解析結果） 

調査年月日：令和８年２月18、21、25、26、27日、３月３、４日  

（注）平成８年７月の基本計画の一部改正に伴い、平成９年度から面的な出現状況の把握のため、補

助的な調査を開始した。平成13年度から解析方法を一部変更した。 

群集解析とは、生物種群の組成から客観的（統計的）に類似しているもの（群集）を分類し

て、いくつかのグループに分け、それぞれの地点の群集構造の変遷をとおして面的な出現状況及

び環境の状況を把握する方法である。 
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イ   底  生  生  物 

 (ｱ)  マクロベントス 

  i） GH-1.5地点以外 

      調査結果（GH-1.5地点を除く）の概要は表10－１のとおりである（資料２－７）。 

      平均個体数の合計及び出現種類数は過去の同一四半期の範囲内であり、マルソコエビ科の

１種 Urothoe sp.、ランプロプロス科の１種 Hemilamprops sp.、ケヤリ科の１種 Chone sp.な

ど47種の出現がみられた。過去の同一四半期の調査で出現がみられなかったメリタヨコエビ

科 Melitidaeが出現し 過去の同一四半期に出現したミズヒキゴカイ科の1種 Chaetozone sp.、

キョウスチロリ Goniada maculata、クビナガスガメ Ampelisca brevicornisなど144種は出現し

なかった。 

 

                                                      調査年月日：令和８年２月26日 

                                                       単   位：個体数；個体数／ｍ2 

 表10－１ 概要表                                                     湿重量；g／ｍ2  

（注）+ ：0.01ｇ／㎡未満を示す。 

平成８年７月の基本計画の一部改正に伴い、平成９年度から調査地点を一部変更した。 

マルソコエビ科の１種 94.2 39.1 0.09 0 ～ 277.1 0 ～ 0.21

(Urothoe sp.)

ランプロプス科の１種 16.3 6.8 0.02 0 ～ 12.5 0 ～ 0.02

(Hemilamprops sp.)

ケヤリ科の１種 15.4 6.4 0.03 0 ～ 24.2 0 ～ 0.06

(Chone sp.)

レウコン科の１種 15.4 6.4 + 0 ～ 37.9 0 ～ 0.03

(Pseudoleucon sp.)

コノハエビ 11.3 4.7 0.02 0 ～ 7.1 0 ～ 0.03

(Nebalia bipes )

240.9 5.91 75.4 ～ 408.9 2.03 ～ 188.25

47 33　～　62

メリタヨコエビ科 0.4 + 0 0

(Melitidae)

ミズヒキゴカイ科の１種 0 0 ～ 76.3 0 ～ 0.18

(Chaetozone sp.)

キョウスチロリ 0 0 ～ 6.3 0 ～ 0.02

(Goniada maculata )

クビナガスガメ 0 0 ～ 5.0 0 ～ 0.08

(Ampelisca brevicornis )

種　　類　　名
平均

個体数
％

平均
湿重量

過去同一四半期の範囲

( S61.9 ～ R 7.3 )

平均個体数 平均湿重量

合　　　計

出現種類数

優

占

種

新
規
出
現
種

出
現
せ
ず
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 ii） GH-1.5地点 

GH-1.5地点の調査結果の概要は表10－２のとおりである（資料２－７）。 

個体数の合計及び出現種類数は過去の同一四半期の範囲内であり、不明種（有針綱）

Unidentified species (Enopla) 、ギボシイソメ科の１種 Lumbrineris longifolia、ヒメエラゴカ

イ科 Paraonidaeなど33種の出現がみられた。過去の同一四半期に出現が見られなかったキ

セワタガイ科の１種Philine sp.、ワレカラ科の１種 Caprella sp.が出現し、過去の同一四半

期に出現したキララガイ Acila insignis、フリソデガイ Yoldia notabilis、イトゴカイ科の１

種 Notomastus sp.など121種は出現しなかった。 

                                                       調査年月日：令和８年２月26日 

                                                       単   位：個体数；個体数／ｍ2 

表10－２ GH-1.5地点         湿重量；g／ｍ2  

（注）+ ：0.01ｇ／㎡未満を示す。 

平成19年度第１四半期より、泊発電所専用港内の調査地点（GH-1.5）の調査結果は、その他の地点の

調査結果と分けて評価を行うこととなったため、GH-1.5地点だけの表を追加した。 

不明種（有針綱） 125.0 13.6 0.35 0 ～ 70.0 0 ～ 0.60

(Unidentified species (Enopla))

ギボシイソメ科の１種 90.0 9.8 0.55 0 ～ 860.0 0 ～ 6.55

(Lumbrineris longifolia )

ヒメエラゴカイ科 80.0 8.7 0.20 0 ～ 155.0 0 ～ 0.20

(Paraonidae)

シロガネゴカイ科の１種 75.0 8.2 0.20 0 ～ 220.0 0 ～ 4.45

(Nephtys sp.)

ナガホコムシ 70.0 7.6 1.25 0 ～ 160.0 0 ～ 1.22

(Haploscoloplos elongatus )

920.0 28.80 70.0 ～ 2,745.0 5.95 ～ 841.34

33 7　～　41

キセワタガイ科の１種 5.0 0.05 0 0

(Philine sp.)

ワレカラ科の１種 5.0 + 0 0

(Caprella sp.)

キララガイ 0 0 ～ 145.0 0 ～ 127.05

(Acila insignis )

フリソデガイ 0 0 ～ 45.0 0 ～ 71.85

(Yoldia notabilis )

イトゴカイ科の１種 0 0 ～ 180.0 0 ～ 1.80

(Notomastus sp.)

出現種類数

種　　類　　名 個体数
過去同一四半期の範囲

( S61.9 ～ R 7.3 )

個体数 湿重量

合　　　計

％ 湿重量

優

占

種

新
規
出
現
種

出
現
せ
ず
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(ｲ)  メガロベントス 

    目視観察結果の概要は表11－１のとおりである（資料２－８）。 

     平均個体数の合計は過去の同一四半期の範囲内であったが、出現種類数は過去の同一四半期を

上回り、測線全体ではムラサキインコガイ、タマキビガイ、キタムラサキウニなど52種の出現が

みられた。過去の同一四半期に出現したヘソアキクボガイ、バフンウニ、マボヤなど24種は出現

しなかった。 

    なお、調査測線毎の集計結果は表11－２～４のとおりである。 

 

調査年月日：令和８年２月25、26、27日、３月３、４日 

表11-１ 概要表                  単   位：個体数／10ｍ2  

（注）平成８年７月の基本計画の一部改正に伴い、平成９年度から調査地点を一部変更した。 

( H 9.4 ～ R 7.3 )
ムラサキインコガイ 70.7 26.1 41.8 ～ 2,094.4

タマキビガイ 67.7 25.0 5.6 ～ 213.9

キタムラサキウニ 24.1 8.9 10.2 ～ 33.9

イトマキヒトデ 21.5 7.9 5.9 ～ 25.5

オオヘビガイ 10.7 4.0 0 ～ 22.2

　　　　合　　　計 270.5 250.7 ～ 2,242.8

　　　　出現種類数 52 36 ～ 51

ヘソアキクボガイ 0 0 ～ 85.3

バフンウニ 0 0 ～ 1.8

マボヤ 0 0 ～ 0.4

種　　類　　名 平均個体数 ％
過去同一四半期の範囲

優

占

種

新
規
出
現
種

出
現
せ
ず
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調査年月日：令和８年２月25、26、27日、３月３、４日 

表11－２ 測線－Ｅ              単   位：個体数／10ｍ2     

（注）平成８年７月の基本計画の一部改正に伴い、平成９年度から調査を開始した。 

調査年月日：令和８年２月25、26、27日、３月３、４日 

 表11－３ 測線－Ｆ                 単   位：個体数／10ｍ2  

調査年月日：令和８年２月25、26、27日、３月３、４日 

 表11－４ 測線－Ｉ                単   位：個体数／10ｍ2  

（注） 平成８年７月の基本計画の一部改正に伴い、平成９年度から調査を開始した。 

過去同一四半期の範囲

( H 9.4 ～ R 7.3 )
ムラサキインコガイ 212.2 58.1 116.6 ～ 5,944.0

オオヘビガイ 27.0 7.4 0 ～ 63.0

イトマキヒトデ 17.4 4.8 9.6 ～ 49.6

キタムラサキウニ 14.2 3.9 3.4 ～ 29.0

イガイ 12.8 3.5 1.8 ～ 27.2

　　　　合　　　計 365.0 337.0 ～ 6,086.4

　　　　出現種類数 40 25 ～ 45

種　　類　　名 平均個体数 ％

優

占

種

過去同一四半期の範囲

( S61.9 ～ R 7.3 )
タマキビガイ 134.0 51.1 8.6 ～ 419.2

イトマキヒトデ 29.8 11.4 1.4 ～ 36.4

キタムラサキウニ 25.4 9.7 8.2 ～ 32.6

ユキノカサガイ 12.2 4.7 0 ～ 22.2

マナマコ 8.6 3.3 0.6 ～ 11.0

　　　　合　　　計 262.0 72.8 ～ 649.4

　　　　出現種類数 36 11 ～ 36

種　　類　　名 平均個体数 ％

優

占

種

過去同一四半期の範囲

( H 9.4 ～ R 7.3 )
タマキビガイ 69.0 37.1 4.2 ～ 300.4

キタムラサキウニ 32.8 17.6 6.8 ～ 67.8

イトマキヒトデ 17.4 9.4 0.6 ～ 14.4

ヨメガカサガイ 9.0 4.8 0 ～ 14.4

ユキノカサガイ 8.6 4.6 0.2 ～ 22.4

　　　　合　　　計 186.0 160.8 ～ 1,304.6

　　　　出現種類数 35 22 ～ 38

種　　類　　名 平均個体数 ％

優

占

種
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ウ   海          藻 

     目視観察結果の概要は表12－１のとおりである（資料２－９）。 

     出現種類数は過去の同一四半期の範囲内であり、測線全体では無節サンゴモ類、イソガワラ、

フクロノリなど53種の出現がみられた。過去の同一四半期に出現したヒラコトジ、ウラソゾ、マ

キイトグサなど47種は出現しなかった。 

     なお、調査測線毎の集計結果は表12－２～４のとおりである。 

 

調査年月日：令和８年２月18、21、25、26、27日、３月３、４日 

表12－１  概要表               単   位：被度；％ 

（注）被度の分布状況欄の「Ｒ」は10％未満を示す。 

   - ：１％未満を示す。 

平成８年７月の基本計画の一部改正に伴い、平成９年度から出現種類毎の被度の状況 

（平均被度）を集計した。 

平成19年度第１四半期より、過去データの解析結果を受けてＥ・Ｆ・Ｉ測線における 

調査点を変更した。 

平均

0 R 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 被度 ( S61.9 ～ R 7.3 )
無節サンゴモ類 4 30 2 2 1 1 3 4 18 8 ～ 26

イソガワラ 4 38 3 1 1 6 0 ～ 8

フクロノリ 16 31 3 2 ～ 7

ワカメ 21 26 3 - ～ 3

ピリヒバ 22 23 1 1 3 1 ～ 8

53 42 ～ 62

ヒラコトジ 0 0 ～ 2

ウラソゾ 0 0 ～ 1

マキイトグサ 0 0 ～ 1

種　　類　　名
被　度　の　分　布　状　況　 過去同一四半期の範囲

出　　現　　種　　類　　数

優

占

種

新
規
出
現
種

出
現
せ
ず
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調査年月日：令和８年２月18、21、25、26、27日、３月３、４日 

 表12－２ 測線－Ｅ            単   位：被度；％ 

（注）- ：１％未満を示す。 

調査年月日：令和８年２月18、21、25、26、27日、３月３、４日 

 表12－３ 測線－Ｆ               単   位：被度；％ 

（注）- ：１％未満を示す。 

調査年月日：令和８年２月18、21、25、26、27日、３月３、４日 

 表12－４ 測線－Ｉ               単   位：被度；％  

平成19年度第１四半期より、過去データの解析結果を受けてＥ・Ｆ・Ｉ測線における調査点を変

更した。 

過去同一四半期の範囲

( S61.9 ～ R 7.3 )
無節サンゴモ類 11 2 ～ 21

イソガワラ 5 0 ～ 6

フクロノリ 4 2 ～ 6

ピリヒバ 4 1 ～ 9

エゾヒトエグサ 3 - ～ 17

43 34 ～ 53出　現　種　類　数

種　　類　　名 平　均　被　度

優

占

種

過去同一四半期の範囲

( S61.9 ～ R 7.3 )
無節サンゴモ類 22 19 ～ 47

イソガワラ 14 0 ～ 26

フクロノリ 4 - ～ 4

モロイトグサ 3 0 ～ 3

ワカメ 3 0 ～ 2

38 20 ～ 39

種　　類　　名 平　均　被　度

出　現　種　類　数

優

占

種

過去同一四半期の範囲

( S61.9 ～ R 7.3 )
無節サンゴモ類 27 2 ～ 28

イソガワラ 5 0 ～ 6

フクロノリ 3 2 ～ 15

ピリヒバ 3 1 ～ 13

フジマツモ 3 2 ～ 21

35 31 ～ 51出　現　種　類　数

種　　類　　名 平　均　被　度

優

占

種
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 なお、各測線及び補助測線の測定結果をもとに、参考として作成した海藻の面的な出現状況は、

図６のとおりである（資料２－10）。 

 

図６ 海藻の面的な出現状況（群集解析結果） 

 

調査年月日：令和８年２月18、21、25、26、27日、３月３、４日 

 

（注）平成８年７月の基本計画の一部改正に伴い、平成９年度から面的な出現状況の把握のため、  

補助的な調査を開始した。平成13年度から解析方法を一部変更した。 

   群集解析とは、生物種群の組成から客観的（統計的）に類似しているもの（群集）を分類し

て、いくつかのグループに分け、それぞれの地点の群集構造の変遷をとおして面的な出現状況及

び環境の状況を把握する方法である。 

-27-



エ 魚 等 の 遊 泳 動 物

調査結果の概要は表13のとおりである（資料２－11）。

平均個体数の合計及び出現種類数は過去の同一四半期の範囲内であり、マガレイ、ソウハチ、

ホッケなど31種の出現がみられた。過去の同一四半期に出現が見られなかったガザミが出現し、

過去の同一四半期に出現したホテイウオ、ウミタナゴ、ヒレグロなど33種は出現しなかった。 

 表13 概要表   調査年月日：令和８年２月21、25、27日

マガレイ 51.0 18.1 18,275.0 0 ～ 78.3 0 ～ 32,650.8

ソウハチ 49.8 17.7 17,426.3 0 ～ 169.5 0 ～ 39,277.0

ホッケ 34.5 12.3 12,892.5 0 ～ 416.0 0 ～ 105,189.8

カナガシラ 22.8 8.1 3,843.8 0 ～ 28.3 0 ～ 4,688.3

アサバガレイ 20.0 7.1 7,735.0 0 ～ 51.3 0 ～ 11,346.0

281.4 122,382.0 27.1 ～ 434.9 9,264.9 ～ 126,535.9

31 13　～　31

ガザミ 0.3 60.0 0 0

ホテイウオ 0 0 ～ 5.8 0 ～ 4,246.2

ウミタナゴ 0 0 ～ 19.0 0 ～ 2,109.0

ヒレグロ 0 0 ～ 12.0 0 ～ 1,438.8

平均
重量(g)

過去同一四半期の範囲

( S61.9 ～ R 7.3 )

平均個体数 平均重量(g)

合 計

出現種類数

種　　類　　名
平均

個体数
％

優

占

種

新
規
出
現
種

出
現
せ
ず
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オ   卵   ・   稚仔 

 (ｱ） 卵 

       ＭＴＤネットによる採集結果の概要は表14のとおりである（資料２－12）。 

       平均個体数の合計及び出現種類数は過去の同一四半期の範囲内であり、スケトウダラ、カ

レイ科１、カレイ科３などの４種の出現がみられた。過去の同一四半期に出現したカレイ科

５、無脂球形卵５、無脂球形卵６の３種は出現しなかった。 

 

調査年月日：令和 ８年 ２月14日 

表14 概要表 単   位：個体数／100ｍ3 

（注）+：１個体／100ｍ3未満を示す。 

    平成８年７月の基本計画の一部改正に伴い、平成９年度から調査地点を一部変更した。 

   また、平成18年８月の基本計画の改正に伴い、平成18年度第３四半期から調査地点を追加した。 

 

過去同一四半期の範囲

( S61.9 ～ R7.3 )

スケトウダラ 101 98.1 3 ～ 6,033

カレイ科　１ 1 0.9 0 ～ 3

カレイ科　３ 1 0.8 0 ～ 5

アカガレイ + 0.2 0 ～ +

　　合　　　　　　　計 103 3 ～ 6,033
　　出　現　種　類　数 4 1 ～ 4

カレイ科　５ 0 0 ～ +

無脂球形卵　５ 0 0 ～ +

無脂球形卵　６ 0 0 ～ +

種　　類　　名 平均個体数 ％

新
規
出
現
種

出
現
せ
ず

優

占

種
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 (ｲ)   稚仔 

      ＭＴＤネットによる採集結果の概要は表15のとおりである（資料２－13）。 

       平均個体数の合計及び出現種類数は過去の同一四半期の範囲内であり、フサギンポ属、ムツ

ムシャギンポ、ダンゴウオ科など5種の出現がみられた。過去の同一四半期に出現したスケトウ

ダラ、アサバガレイ、ホッケなど21種は出現しなかった。 

 

調査年月日：令和 ８年 ２月14日 

表15 概要表 単   位：個体数／100ｍ3 

（注）+ ：１個体／100ｍ3未満を示す。 

   平成８年７月の基本計画の一部改正に伴い、平成９年度から調査地点を一部変更した。 

   また、平成18年８月の基本計画の改正に伴い、平成18年度第３四半期から調査地点を追加した。 

 

 

 

 

 

 

過去同一四半期の範囲

( S61.9 ～ R7.3 )

フサギンポ属 + 50.0 0 ～ 1

ムツムシャギンポ + 20.0 0 ～ +

ダンゴウオ科 + 10.0 0 ～ 2

フサギンポ + 10.0 0 ～ 1

アイナメ属 + 10.0 0 ～ 13

　　合　　　　　　　計 + + ～ 72
　　出　現　種　類　数 5 3 ～ 11

スケトウダラ 0 0 ～ 64

アサバガレイ 0 0 ～ 3

ホッケ 0 0 ～ 5

種　　類　　名 平均個体数 ％

優

占

種

新
規
出
現
種

出
現
せ
ず
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カ   ス  ケ  ト  ウ  ダ  ラ 

 (ｱ) 卵 

     北太平洋標準ネットによる採集結果の概要は、表16のとおりである（資料２－14）。 

     平均個体数は、２月期に最も多くみられた。各月及び調査期間を通じた合計の平均個体数

は、過去の調査結果の範囲内であった。 

 

     表16 概要表                            単  位：個体数／100ｍ3 

（注）＋：１個体／100ｍ3 未満を示す。 

 

 (ｲ) 稚仔 

   北太平洋標準ネットによる採集結果の概要は、表17のとおりである（資料２－15）。 

 平均個体数は調査期間を通して０であった。各月及び調査期間を通じた合計の平均個体数

は、過去の調査結果の範囲内であった。 

 

     表17 概要表                       単  位：個体数／100ｍ3 

 

過去同一四半期の範囲

（ S61.9 ～ R7.3 ）

令和７年１２月２３日 0 0 ～ 234

令和８年　１月１０日 55 + ～ 6,622

令和８年　２月２０日 271 5 ～ 2,902

令和８年　３月　５日 53 2 ～ 606

合　　　　計 379 105 ～ 8,958

調 査 年 月 日 平 均 個 体 数

過去同一四半期の範囲

（ S61.9 ～ R7.3 ）

令和７年１２月２３日 0 0 ～ 1

令和８年　１月１０日 0 0 ～ 151

令和８年　２月２０日 0 0 ～ 59

令和８年　３月　５日 0 0 ～ 20

合　　　　計 0 0 ～ 165

調 査 年 月 日 平 均 個 体 数
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 (ｳ)  稚魚 

   改良型まるちネットによる採集結果の概要は、表18のとおりである（資料２－16）。 

   平均個体数は３月期に多くみられた。各月及び調査期間を通じた合計の平均個体数は、過去

の調査結果の範囲内であった。 

 

      表18 概要表                             単  位：個体数／500ｍ3 

（注）＋：１個体／500ｍ3 未満を示す。 

 

過去同一四半期の範囲

（ S61.9 ～ R7.3 ）

令和７年１２月２３日 0 0 ～  +

令和８年　１月１０日 0 0 ～ 3

令和８年　２月２０日 0 0 ～ 5

令和８年　３月　５日 + 0 ～ 5

合　　　　計 + 0 ～ 7

調 査 年 月 日 平 均 個 体 数
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(ｴ) 水温 

   参考として作成した主な調査地点における水温の状況は図７のとおりである（資料２－17、調

査位置については付図－９参照）。 

 

図７ 主な調査地点における水温の状況 
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キ 動・植物プランクトン

(ｱ) 動物プランクトン

ネット法による採集結果の概要は表19のとおりである（資料２－18）。

平均個体数の合計及び出現種類数は過去の同一四半期の範囲内であり、甲殻綱 Nauplius of

COPEPODA、Copepodite of Oithona、Copepodite of Oncaea など56種の出現がみられた。過去の同

一四半期に出現した甲殻綱 Nauplius of Balanomorpha、Copepodite of Microsetella、放射足虫綱 

Gazelletta hexanemaなど107種は出現しなかった。 

調査年月日：令和 ８年 ２月14日 

 表19 概要表 単   位：個体数／m3

（注）平成８年７月の基本計画の一部改正に伴い、平成９年度からネット法による採集のみとした。 

また、この他に平成９年度から沈殿量の集計を開始した。 

さらに、平成18年８月の基本計画の改正に伴い平成18年度第３四半期から調査地点を追加した。 

spp.は種まで同定できなかったものが複数種類出現したことを示す。 

過去同一四半期の範囲

( S61.9 ～ R7.3 )

甲殻綱
Nauplius of COPEPODA 4,846.7 57.9 679.9 ～ 4,427.4

Copepodite of Oithona 1,945.3 23.3 138.8 ～ 2,019.3

C. of Oncaea 430.2 5.1 9.2 ～ 553.2

  Oithona  similis 379.9 4.5 23.6 ～ 2,128.9

根足虫綱
  Globigerina  spp. 181.7 2.2 0 ～ 266.7

   合　 　計 8,365.3 1,286.3 ～ 10,333.3

 沈　殿　量（cm3／ｍ3） 0.6 0.4 ～ 2.5

 出　現　種　類　数 56 32 ～ 65

甲殻綱
Nauplius of Balanomorpha 0 0 ～ 11.6

Copepodite of Microsetella 0 0 ～ 3.9

放射足虫綱
  Gazelletta  hexanema 0 0 ～ 21.8

種　　類　　名 平均個体数 ％

優

占

種

新
規
出
現
種

出
現
せ
ず
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(ｲ) 植物プランクトン

採水法による採集結果の概要は表20のとおりである（資料２－19）。

 平均細胞数の合計及び出現種類数は過去の同一四半期の範囲内であり、珪藻綱 

Thalassiosiraceae、Thalassiosira spp.、Navicula spp.など77種の出現がみられた。これまでの調査で

出現がみられなかった藍藻綱 Phormidium sp. 及び過去の同一四半期に出現が見られなかった珪

藻綱 Dactyliosolen sp.、緑藻綱 Chlamydomonas sp.、珪藻綱 Pinnularia sp.が今四半期新たに出現

し、珪藻綱 Chaetoceros danicum、Chaetoceros concavicorne、Chaetoceros socialeなど161種は出現

しなかった。 

調査年月日：令和 ８年 ２月14日 

表20 概要表   単   位：細胞数／Ｌ 

（注）sp.は種まで同定できなかったものが１種類出現したことを示す。 

spp.は種まで同定できなかったものが複数種類出現したことを示す。 

 平成８年７月の基本計画の一部改正に伴い、平成９年度から採水法による採集のみとした。 

   また、この他に平成９年度からクロロフィルａ（参考値）の調査及び沈殿量の集計を開始した。 

   さらに、平成18年８月の基本計画の改正に伴い、平成18年度第３四半期から調査地点を 

追加した。 

過去同一四半期の範囲

( S61.9 ～ R7.3 )

珪藻綱
     Thalassiosiraceae 883 13.6 0 ～ 24,724

     Thalassiosira spp. 629 9.7 69 ～ 75,472

     Navicula  spp. 588 9.0 0 ～ 1,063

不明生物
     UNIDENTIFIED FLAGELLATA 468 7.2 0 ～ 10,149

クリプト藻綱
CRYPTOPHYCEAE 439 6.8 0 ～ 4,372

   合　 　計 6,499 346 ～ 125,134

クロロフィルａ（μg／L） 0.3 0.2 ～ 0.7

   沈　殿　量（cm3／ｍ3） 20.0 7.9 ～ 64.1

 出　現　種　類　数 77 37 ～ 84

珪藻綱
     Dactyliosolen  sp. 20 0

緑藻綱
     Chlamydomonas  sp. 3 0

珪藻綱
     Pinnularia  sp. 2 0

 他1種

珪藻綱
     Chaetoceros  danicum 0 0 ～ 201

C. concavicorne 0 0 ～ 235

C. sociale 0 0 ～ 271

種　　類　　名 平均細胞数 ％

優

占

種

新
規
出
現
種

出
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